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議 事 録 兼 報 告 書 

会議等名称 平成２８年度 伊那市子ども・子育て審議会 子育て支援センター部会 

日 時 平成２８年８月２６日（金） 午後６：３０～７：４０ 

場 所 市役所 ５０２会議室 

欠 席 者  

議 題 子育て支援センターについて 

議 事 内 容 

 

１ 7月 28日に実施した市内子育て支援センター視察の感想、意見 

 ＜委員＞  お母さんたちに頼りにされていると感じた。近くにあることが必要。地域の分布バラ

ンスを考慮すべき。 

＜委員＞  富県支援センターは広々としたいい場所にあるが、保育園と離れていることが残念で

ある。美篶は駐車場が遠く、道が狭い。お母さんたちは大変だろう。上の原は保育園

が近く、お互いの声が聞こえ良い。竜南は保育園が近いことは良いが、立地条件が良

くない。 

子育て支援センターがファミリーサポートセンターの活動に活用されていることは

良いことである。 

天竜川の西側にもう一つ支援センターが必要である。 

＜部会長＞ それぞれに違いがあり、お母さんたちの選択肢があることは良い。自分が子育てする

頃にもこんな施設があればよかった。子育てする人の心のよりどころになっていると

思う。 

＜委員＞  子育て中の世代の意見を聴く機会があるが、施設の要望より、例えば大きい子で混ん

でいて小さい子は遊びにくい、というような噂が広がるようだ。第 1回の部会の様子

を紹介したところ、知らなかったという人がいた。子育て世代への広め方、どうやっ

て伝えるかが課題。 

＜委員＞  それぞれに職員の人柄が出ていて、とても良い。贅沢だなあ、という印象を持った。

いなっせのちびっこ広場は、町中でもう少し使いやすい施設であるべき。支援センタ

ーのような場所に出てこられない親子をどうするのか。保健師などと連携が必要だと

思う。 

＜委員＞  市民との懇談の中でも話題になっているが、ちびっこ広場は無料で使える。使用料を

取るということは使うときの一つのハードルとなる。子育てしやすい 1位なのに、子

育てに冷たい、との印象を持たれている。ハードルは取り払うべき。 

＜委員＞  どこの自治体も子育て支援センターは充実しているのか。発達に関する情報を得た

り、相談をできる場所があって救われている。乳児健診時なども、個人差があること

を伝えてほしい。 

＜委員＞  核家族化していて相談する人がいないので、育児書などを見て、少し違うと不安にな

ってしまう。 
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＜委員＞  今のお母さんたちは、知っていて当たり前のことを知らない場合がある。 

      

２ 子育て支援センターの今後のあり方 

＜部会長＞ 委員へ意見を求める 

＜委員＞  竜西地区にもう一つ支援センターが必要である。 

＜委員＞  使用料は無料にし、気楽に通える雰囲気が必要。ちびっこ広場はもう少し使いよく 

して児童館的なものが必要では。  

＜委員＞  あり方を検討するには、もっと若い人の発言が必要である。 

＜委員＞  １回利用すればいいところだと感じる。無関心な人が多い子育て世代に伝えるた 

め、色々なネットワークを活用して、利用者の「良い情報」を伝播させたい。 

＜事務局＞ 行政が広報するチャンネルは決まっていて、SNSの活用など追いついていない。手 

段を考えていかないといけない。 

＜委員＞  子育て支援センターと保健師の連携のため、情報共有できる定期的なシステムが必 

要である。 

＜事務局＞ 竜西地区にもう一つ、というのは具体的な場所があるか。 

＜委員＞  西箕輪地区である。 

３ その他 

＜事務局＞ 第４回の審議会で、部会の報告を行う。本日の意見をもとに事務局で報告案を作成 

      し、必要があれば第３回の部会を開催する。 

  

 


